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その１

自主防災活動の目的
自主防災会を平成17年に発足して以来、試行錯誤してまいりましたが、本年度より組織と活動内容を充実
させる段階に入りました。地震だけでなく日常起こりうる災害に対して防災能力を高めるためには、地区
民お互いの交流を密にすることが最も重要ととらえ、防災訓練に加えて共助の環境づくりを行っています。
　活動内容
防災訓練及び研修会は、消防署、日本防災士会他のご協力をいただき年２回行っております。また、地区
の行事に中心となって積極的にお手伝いすることでお互いの交流を深めております。防災隊と是友げんき
会を発足させて活動内容の充実を図ります。
　防災隊について
時間的余裕と比較的体力もある方で防災隊（任期４年）を結成し、防災についてのより専門的な訓練と研修
を行い防災知識と技術を向上しています。
　是友げんき会について
防災会で最も重要な「住民お互いに助け合う環境」を作るためにい
ろいろ企画して交流の場を提供しております。現在はお年寄り中
心の「ミニバス旅行」を年３～４回（写真）、グラウンドゴルフ（メ
ンバー19名）を週３回行うなど総勢約50名の方が活動しておりま
す。今回新たに「是友花街道造り」として宇治川堤防に花を植える
共同作業を企画しました。景観を良くすることと作業を通して地
区民の交流を盛んにすることが目的です。
　高知大学との連携
大学では「是友地区を活性化する」をテーマに取り組んでいただいております。花街道造りの共同作業にも
参加したり今後様々な形で交流を深めていきます。

是友自主防災会防災隊長　　樋口　義博

　私たち柳野地区は、平成８年に「明るい柳野を創る会」を設立し頑
張ってきました。そして途絶えていた豊年踊りも復活させ平成15年
には豊富な資源を生かそうということで炭釜を作り平成17年には地
元の農産物を売り出すために「ふれあいの里柳野」の直販所を作りま
した。同時に水車を作り水車挽きそば粉を売り出しています。平成
19年には小川ミニ八十八ヶ所巡りも復活させました。その他コシア
ブラと山菜祭り、ふるさとの楮を守る会、体験としてソバ打ち、炭焼、
こんにゃく作り等高齢者が力を合わせて頑張っております。

　　柳野地区長　　松本　和美

区長連合会地域の活動報告会で発表した区長連合会地域の活動報告会で発表した
活動内容をお知らせします活動内容をお知らせします

区長連合会地域の活動報告会で発表した
活動内容をお知らせします

是友自主防災会

柳野地区
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